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本ニュースリリースのポイント 

１． TOMORE シリーズ第 2 弾が、総戸数 160 戸の大規模コリビングとして、山手線沿線に竣工 

２．計 200 ㎡超の職住快適な共用部と、入居者同士の緩やかな交流を育む専属スタッフが滞在 

３．TOMORE ホッピングサービスで、施設越境型のコミュニティ醸成を開始。第 3 弾以降も都内計画中 

野村不動産株式会社（本社：東京都港区／代表取締役社長：松尾大作、以下「当社」）は、利便性の高い

山手線沿線に、総戸数 160 戸の大規模なコリビング賃貸レジデンス※1「TOMORE 田端」（本コリビング）が、2026

年 3 月 12 日に竣工したことをお知らせいたします。 

TOMORE シリーズ第 2 弾である本コリビングは、希少な新築・大規模であることに加え、2 駅 4 路線を利用できる優

れたアクセス性や、合計 200 ㎡超の「コリビングスペース」と「コワーキングラウンジ」の２つの共用部、専属運営スタッフに

よるコミュニティ運営が特色となります。竣工前の内覧会参加予約数は 140 件※2 を超え、３月７日より一般内覧会を

開催中、３月 20 日より入居が開始予定となります。また本コリビングの開業に伴い、入居者様が TOMORE シリーズ間の

コワーキングラウンジを相互利用できる「コワーキングホッピング」と、転居時費用を大幅に軽減する「ホームホッピング」の２

つのサービス提供を開始し、拠点間を越えて柔軟に空間利用やコミュニティ形成が可能な環境が整い、入居者様の暮ら

しや体験に関するより一層の広がりを目指します。 

※1 シェア型賃貸住宅とコワーキングスペースが融合した住宅形態 

※2 2026 年 3 月 13 日時点、内覧会予約者の内訳）女性割合：54％、20~30 代：72％、現住居がシェア型住宅以外：71％ 

「TOMORE 田端」公式サイト：https://www.tomore.jp/tomore/tabata/ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

山手線沿線にオープンするコリビング賃貸レジデンス 第 2 弾 

「TOMORE（トモア）田端」 竣工 

― 2026 年 3 月 20 日より入居開始 ― 

2F Co-living space 

 

3F Co-working lounge 

https://www.tomore.jp/tomore/tabata/
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１．「TOMORE 田端」のご紹介 

＜立地・環境＞ 

2 駅 4 路線で良好な都心アクセスと、周辺環境の高い生活利便性 

「TOMORE 田端」は、JR 山手線・京浜東北線「田端」駅から徒歩 7 分、さらに東京メトロ千代田線・日暮里舎人

ライナー「西日暮里」駅から徒歩 9 分と、都心主要エリアへスムーズにアクセスできる恵まれた立地に位置しています。 

田端エリアは、山手線沿線でありながら、落ち着いた住宅街の雰囲気と、下町文化が共存する地域です。周辺には

日常的に利用しやすい生活利便施設が揃い、谷根千エリアや上野など、歴史と文化を感じられる街へも気軽に足を伸

ばせます。都市部でありつつ、生活環境としての穏やかさも感じられる点が特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜建物計画＞ 

新築・大規模物件ならではのスケール感を活かした開放感あふれる 2 つの共用空間と、安心・快適な居室空間 

（１） 共用部 

共用部は ”Modern Classic” をテーマに、都会的な上質感と田端エリアの温かみを融合した空間に設計しました。 

① ひとり暮らしの日常を彩る、上質で開放感あふれるコリビングスペース（120 ㎡超／2F） 

2 階には、ホテルラウンジのような上質なくつろぎを感じられる、開放感あふれるリビング空間をご用意。一人暮らしの快

適な生活動線を追求し、玄関近くに配置したキッチンエリアでは気軽に料理を楽しむことができます。ダイニングエリアで

は、隣人と食卓を囲んで会話を弾ませたり、ソファエリアでは友人たちとテレビ観戦やお酒を楽しんだりと、様々なシーンに

合わせて心地よく過ごせる設計です。日常のひとときを豊かに彩る、洗練されたくつろぎの空間を実現しています。 

 

 

 

 

 

  

Mini Bar & Sofa area Kitchen area 
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② 仕事も交流も、くつろぎも、多彩なシーンに応えるコワーキングラウンジ（90 ㎡超／1F） 

1 階には、快適なワーク環境とコミュニティ空間が共存する、90 ㎡を超えるコワーキングラウンジを設置。Wi-Fi やデ

ュアルモニターを完備したワークエリアでは、集中して業務に取り組むことができるほか、スペシャリティコーヒーを楽しみな

がらゆったりと交流できるカウンターエリアもご用意。またソファでリラックスしながらの作業や新たな本との出会い、さらには

イベント開催も可能なコミュニティエリアも備え、仕事からくつろぎ、交流まで、様々なシーンに応じてご利用いただける

空間を実現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ コミュニティオーガナイザーが育む、新たなつながりと体験設計 

TOMORE シリーズの大きな特色として、1 階コワーキングラウンジには専属の運営スタッフである「コミュニティオーガナイ

ザー」が日中滞在しています。入居者の皆様との日々のコミュニケーションを通じて共用部の「居心地づくり」を行うほか、

ホームパーティーなどの懇親イベントによる「交流づくり」、さらに入居者様の声を反映したトークイベント等の「活動づくり」

も積極的に推進しています。これにより、一般的なシェアハウスやシェアオフィスとは一線を画す、新たなつながりや活動の

機会を自然と育む役割を担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運営パートナー：MIRAI-INSTITUTE 株式会社 

未来を思考し行動するシンクタンクチーム。働き方の未来の実践としてシェアオフィス「MIDORI.so」の運営やワークスペースの立ち上げまでの仕込みや、立ち

上げ後のコミュニティの醸し（運営）を行っています。  

HP URL: https://midori.so 

  

トークイベント風景 @TOMORE 品川中延 

懇親会風景 @TOMORE 品川中延 Image:コミュニティオーガナイザー  

Focus area Relax area 

https://midori.so/
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（２） 快適なひとり暮らしを叶える、専有部と設備サービス 

専有部は 12～15 ㎡の居室内に、シャワー・トイレ・洗面台などの水回り設備とワンルーム同等の収納を完備し、快

適なひとり暮らしを実現。一部住戸にはバスタブや家具も備え、初めてのコリビング賃貸でも安心してご入居が可能で

す。さらにスマートロックやシェアランドリーの利用アプリ、宅配ボックスなど、快適な生活を支える先進的な設備・サービスも

充実しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

(3) 新たな発見や交流、健やかな暮らしを支える入居者様向けサービス 

外
部
企
業 

ストーリライン 「CHOOZE COFFEE」 NUMABOOKS Panasonic 「LAUNDROOM」 

<初導入> 

 

 

 

 

気分や体調に応じて選べる 

カフェインコントロールコーヒー 

<初導入> 

 

 

 

 

「ともにひらく」をコンセプトとした 

シェアライブラリー 

 

 

 

 

 

アプリで利用状況を確認できる 

シェアランドリーサービス 

当
社
グ
ル
ー
プ 

宅配型収納サービス「ワンダースタイル」 スポーツクラブ「メガロス田端」 多拠点型シェアオフィス「H1T」 

 

 

 

 

 

 

集荷・配送無料の収納サービスが

割引価格にてご利用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

ご入居者様は 1day 料金 1,650

円(税込)で利用可能 

 

 

 

 

 

 

提携含め全国 563 拠点※4 のシェア

オフィスを従量課金型で利用可能 

※4 2026 年 2 月末時点 

  

< 快適×安心×便利 な 生活設備 サービス> 

ランドリーアプリスマートロック 宅配ボックス 24時間ゴミ出し

※シェアランドリーの稼働状況をアプリで可視化
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（４）気軽な初期費用 

「TOMORE 田端」では、より多くの皆様に本コリビングの魅力を体感していただくため、2026 年 4 月末までにご入居

申込をいただいた方を対象とした「オープニングキャンペーン」を実施いたします（2026 年 3 月 13 日現在）。 

<オープニングキャンペーン：初期費用がおトク※> 

敷金・礼金 0 円 2 ヵ月分の賃料無料 

※クリーニング費用、鍵発行手数料、家賃保証料等が別途初期費用として発生します。 

< 「TOMORE 田端」 の入居について > 

法人のお客様 個人のお客様 

⚫ 社員様の社宅等のご利用もご案内しております。 

⚫ 詳細ご希望の法人様は、こちら から。 

⚫ 以下サイトより、内覧会のご予約をお願い致します。 

⚫ 「TOMORE 田端」公式サイトは、こちら から。 

 

 

２．新たに始まる、施設横断型の「TOMORE ホッピングサービス」 

TOMORE では、本コリビング竣工後も、東京 23 区都心部で

第 3 弾以降の物件開発を積極的に推進中です。複数拠点の展

開を通じ、入居者様には新たな付加価値として以下 2 つの

「TOMORE ホッピングサービス」をご提供します。これにより、暮らし

方も働き方も、"より軽やかで柔軟なひとり暮らし"を目指します。 

 

（1）「ホームホッピング」 サービス 

 TOMORE シリーズ間の転居費用を大幅に軽減し、 

より柔軟に住まいを選ぶことが出来る仕組みを整えました。 

<転居時の初期費用例> 

初期費用内訳 一般的な転居 TOMORE の転居 

敷金 家賃１か月分 無料 

礼金 家賃１か月分 無料 

クリーニング費用 適宜   無料※5 

引越費用 適宜   割引あり※6 

※5:TOMORE に新規入居の場合、通常は退去時のクリーニング費 66,000 円が発生します。（家具付住戸の場合 81,400 円） 

※6:当社の会員組織「野村不動産グループカスタマークラブ」にご登録いただく事で、引越費用やリユース代行、出張買取等の割引サービスをご提供します 

（その他、家賃保証料はご利用いただく保証会社によって金額が異なります） 

 

 

(2)「コワーキングホッピング」 サービス 

 入居者様はご入居いただいている施設のみではなく、TOMORE シリーズ各施設のコワーキングラウンジを自由に相互

利用いただけるようになります。これにより、各コワーキングラウンジで開催される各種イベントに参加可能となり、また現地

運営スタッフが他拠点入居者様同士のコミュニティ形成をサポートすることで、拠点横断型のコミュニティが活性化され、

TOMORE シリーズ全体での新たな生活体験を創出することを目指します。 

  

第 1 弾

品川中延
第 2 弾

田端

https://lp.nreg-tomore.jp/m?f=73&_gl=1*zjtk2n*_gcl_au*NDc3NjY3NTMwLjE3MjI1NjgxODM.*_ga*MTE0MTUyOTk0LjE3MjI1NjgxODQ.*_ga_SZ2NYNJP70*MTczMDE3MzY2Ni44Ny4wLjE3MzAxNzM2NjYuMC4wLjA.
https://www.tomore.jp/tomore/tabata/
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３．これまでの「TOMORE」の実績と今後の展望  

第 1 弾「TOMORE 品川中延」が 2025 年 2 月に竣工し、入居者様の中心は 20～30 代（全体の 84％）、

7 割以上が「一般の賃貸住宅」や「実家」からの転居者となっており、初めてのシェア型住宅として選ばれています。 

また入居者様全体の 8 割以上が会社員であり、その内約 7 割が上場企業や大手外資系企業に勤務されていま

す。従来の賃貸住宅ではなく、「コリビング賃貸レジデンス」を選び、多様な生活スタイルに合わせた住まい方を取り入れ

ている点が特徴として挙げられます。 

 「TOMORE」シリーズでは、「プライベート」「くつろぎ」「ワーク」「交流」という 4 つの機能をひとつの住まいで実現し、既存

の賃貸住宅や一般的なシェア型住宅とは異なる住環境のあり方を提案しています。こうした多面的な生活空間の構成

が、幅広い世代や価値観を持つ入居者からの支持を得ています。 

 

こうした動きは、社会全体でのコリビングへの関心の高まりとも一致しています。株式会社エイブルホールディングスが

20～40 代を対象に実施した調査※7 では、「コリビングという住居スタイルを知っている」と回答した人が全体の約半数、

「ひとり暮らしをする際にコリビングが選択肢に入る」と回答した人は、20 代のひとり暮らし層の約 6 割に達する結果が示

されており、都市生活者の住まい方に対する意識が変化しつつあることが伺えます。 

このように、TOMORE の入居状況や利用者像は、コリビングへの認知や関心が広がる社会的な動きと連動してい

ます。「TOMORE」は都心部で暮らす主に 20～30 代の社会人単身者に向け、新たな「一人暮らしの選択肢」を提供

すべく、第 3 弾物件以降の計画を順次進めております。 

 

※7 株式会社エイブルホールディングス様実施（調査日程：2026 年 2 月 10 日調査対象：国内在住 20～49 歳男女 1,203 名） 

（有効回答数は設問によって変動） 

 

 

＜ご参考：TOMORE 品川中延の入居者属性＞                       2026 年 2 月末時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TOMORE 品川中延 イベント風景 

女性

61%

男性

39%

性別

61%

女性割合

会社員 83%

会社役員 5%

フリーランス 7%

学生 2%

弁護士等 2%

職業

83%

会社員

20代

38%

30代

46%

40代

12%

50代~

4%

年齢

84%

20代~30代
一般賃貸

マンション

41%

実家

30%

シェア型住宅

24%

その他

5%

以前の住居

71%

シェア初心者
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４．TOMORE 物件概要 

 

■TOMORE 公式メディア一覧 

TOMORE ブランドサイト https://www.tomore.jp/ 

TOMORE 田端 公式サイト https://www.tomore.jp/tomore/tabata/ 

TOMORE 品川中延 公式サイト https://www.tomore.jp/tomore/shinagawa-nakanobu/ 

LINE 公式アカウント https://lin.ee/8tj5SND 

Instagram 公式アカウント https://www.instagram.com/tomore_project/ 

所 在 地 東京都北区東田端一丁目 4 番 2,4 番 22（2 筆・地番） 

交 通 JR 山手線・京浜東北線「田端」駅 徒歩 7 分 

東京メトロ千代田線「西日暮里」駅 徒歩 9 分 

日暮里舎人ライナー「西日暮里」駅 徒歩 9 分 

構 造 ・ 規 模 RC 造・8 階建て 

敷 地 面 積 639.58 ㎡  

専 有 面 積 12.24 ㎡~15.68 ㎡  

総 戸 数 160 戸 

賃 料 90,000 円～135,000 円 

共 益 費 15,000 円 

敷 金 ・ 礼 金 0 円（保証会社利用必須） 

竣 工 時 期 2026 年 3 月（予定） 

入 居 開 始 2026 年 3 月（予定） 

事 業 主 野村不動産株式会社 

設 計 会 社 株式会社長谷建築設計事務所 

施 工 会 社 ライト工業株式会社 

デ ザ イ ン 監 修 UDS 株式会社 

https://www.tomore.jp/
https://www.tomore.jp/tomore/shinagawa-nakanobu/
https://lin.ee/8tj5SND
https://www.instagram.com/tomore_project/
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【ご参考①】  

コリビング賃貸レジデンス「TOMORE（トモア）」について 

 「コリビング賃貸レジデンス」は、シェア型賃貸住宅とコワーキングラウンジが融合した新しい住宅形態です。在宅勤務や

リモートワークの普及に加え、起業や副業など多様化するワークスタイル、そしてインフレによる生活費高騰を背景に、欧

米を中心に急速に市場が拡大しています。グローバルでの市場規模として 2025 年時点で 89 億 8,000 万米ドルと評

価されており、今後 2030 年には 3 倍以上の 311 億 2,000 万米ドルへ成長することが見込まれています※8。 

当社は、専属運営スタッフによるコミュニティ運営を備えた「大型・新築」のコリビング賃貸レジデンス「TOMORE（トモ

ア）」シリーズを展開。2025 年 2 月に第 1 弾「TOMORE 品川中延」、2026 年 3 月に第 2 弾「TOMORE 田端」

が竣工し、今後も東京都内を中心に複数物件の開発・運営を予定しています。 

20～30 代の単身世帯を中心に、これまでの賃貸住宅やシェアハウスでは実現できなかった新たな生活体験を、当社

の不動産開発力とコワーキング運営で培ったコミュニティ運営力を活かし、日本の「ひとり暮らしを、ひらく暮らしに」アップデ

ートすべく、事業を展開してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※8 FORTUNE BUSINESS INSIGHTS（2026.2.16） 

https://www.fortunebusinessinsights.com/jp/%E3%82%B3%E3%83%AA%E3%83%93%E3%83%B3%E3%82%B0

%E5%B8%82%E5%A0%B4-114873  

 

 

 

 

 

 

 

 

PRIVATE Co-LIVING

Co-WORKING COMMUNITY

https://www.fortunebusinessinsights.com/jp/%E3%82%B3%E3%83%AA%E3%83%93%E3%83%B3%E3%82%B0%E5%B8%82%E5%A0%B4-114873
https://www.fortunebusinessinsights.com/jp/%E3%82%B3%E3%83%AA%E3%83%93%E3%83%B3%E3%82%B0%E5%B8%82%E5%A0%B4-114873


 

9 

 

News Release 

 

【ご参考②】 

野村不動産グループ 2030 年ビジョン「まだ見ぬ、Life ＆ Time Developer へ」の実現を目指し、グループ全体で、

人びとの「幸せ」と社会の「豊かさ」の最大化を追求するため、2025 年 4 月に新たな経営計画を公表しました。 

 

＜経営計画における３カ年計画の事業方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3 カ年計画は長期経営方針を基に、今後 3 カ年で注力する事業方針を示したものになります。 

※経営計画の詳細は【野村不動産グループ 経営計画】をご確認ください。 

 

https://www.nomura-re-hd.co.jp/ir/pdf/plan2025_presen.pdf

